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Jikei ICU 2024 Summary



　2024年度も、前年度に続き、コロナ前の平均を上回る高いICU稼働が

続きました。重症な患者さんに対し、最適なタイミングで集中治療を提供

する場としてICUが機能できたのは、多くの関係部門の皆さまのご理解と

ご協力のおかげにほかなりません。深く感謝申し上げます。

　日本では、集中治療を専門とする医療者はなお限られており、ICUはし

ばしば高度な機器や薬剤を駆使して「全身管理を行う場所」と捉えられが

ちです。しかし、私たち慈恵ICUでは、毎朝のカンファレンスにおいて、病

状が重症化する以前の生活背景や患者さん・ご家族の思い、この先に想

定されるさまざまな経過を丁寧に共有し、「今ここから、この方にとって最

善の医療とは何か」を考えることに多くの時間をかけています。

　患者さんやご家族とお話しする中で、「技術的に可能なことよりも、こ

うしてほしい」という率直なご希望をいただくことも少なくありません。ま

た、近年では、悪性疾患であっても新たな治療選択肢の広がりなど、社会

復帰を目指す方々にとって集中治療の果たす役割が一層重要なものと

なってもいます。

　患者さんごとに目指すゴールは異なります。ICUのスタッフは日々、昼

夜、時に時間単位で変化する病状に向き合いながら、一人ひとりを理解し

ようと努めています。その営みを支え、カンファレンスで真摯に議論を重

ねてくださる各診療科のみなさま、ICU退室後の受け入れを丁寧に準備

してくださる病棟のみなさまに、改めて心より感謝申し上げます。

そして、こうしたICUの活動に日頃より深いご理解と温かいご支援を賜っ

ております大学ならびに病院の運営関係者のみなさまに、厚く御礼申し

上げます。

診療部長
藤井 智子

集中治療部より
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〒105-8471

東京都港区西新橋3-19-18

東京慈恵会医科大学附属病院中央棟5階

慈恵ICU


	h1.pdf
	P1
	P2
	P3
	P4
	P5
	P6
	P7
	P8
	P9
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	h4

